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表紙写真を募集します！！

お聴かせください！！

集募
「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面
となるよう、市民の皆様から表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで回答が必要なお問い合わせは各担当
課へお願いします。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
　（当日午後７時から再放送あり　※再放送の日時は変更となる場合が
あります。）
■インターネット議会中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会中継を！！
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令和6年3月の地方税法施行令の改正に伴う改正で、改正内容は、国民健康保険税のうち後期支援分の
保険税課税限度額を引き上げるものと、5割軽減、2割軽減の対象者を拡大するため、軽減対象となる所
得基準額を引き上げるものです。
問　保険税課税限度額に達するのは所得がいくらの場合か。
市民生活部長　40代夫婦、子どもが2人、うち1人が未就学児という4人世帯をモデルケースとして試算
すると、所得が809万円を超えると課税限度額に達する。
問　その場合で給与所得に換算するといくらか。
保険医療課長　約1004万円。

愛知県企業庁と市による方領地区工業団地整備において、土壌汚染対策法に定める特定有害物質の基
準を超過した土壌の撤去に要した費用を市が負担したことにより、旧地権者に対して発生した求償の権
利を放棄する。

問　放棄する権利の額7405万5300円の算出根拠は。
建設産業部長　要対策土の撤去に関する負担金として県へ支出した費用。

問　多大な負担はイコール投資になると思う。約7400万円の権利を放棄するが、本市の見込む成果や
目標は。
建設産業部長　市内で大規模な建設投資や設備投資が行われることによる直接的な経済効果はもちろ
んのこと、税収の増加、雇用の創出、人口流出の抑制、地域経済の活性化などのさまざまな波及効果を期
待している。企業立地による固定資産税や法人住民税の増額試算結果としては、1年当たり8000万円か
ら9000万円程度を見込んでいる。

市長から条例の改正、令和6年度一般会計補正予算など14件が提案され、全て原案のとおり可決しま
した。
その他、請願1件を審議の上、継続審査と決定しました。

消防団が使用する小型動力ポンプ付き積載
車のうち、購入から20年を超える2台を更新す
る。

6月定例会のあらまし 5月29日から
6月25日
（28日間）

令和4年度に配備した消防団積載車

現在使用している排水ポンプ

権利の放棄について、可決

国民健康保険税条例の一部改正条例を可決

財産の取得について、可決

一般会計補正予算
（第1号）専決処分の承認（第2号）可決

新規

内容　新型コロナワクチン接種後の副反応に
対する健康被害に対し、死亡一時金等が予防接
種法第15条第1項の規定に基づき認定された
ため、本市が健康被害救済制度にのっとって迅
速かつ円滑に給付する。

予防接種事業費
4441万円2千円

内容　デフレ完全脱却のための総合経済対策
における物価高騰への支援として、新たな経済
に向けた給付金・定額減税一体措置により、定
額減税の恩恵を十分に受けられないと見込ま
れる、定額減税可能額が令和6年分推計所得税
額または令和6年度分個人住民税所得割額を
上回る人に、定額減税補足給付金（調整給付）を
支給する。

定額減税補足給付金
（調整給付）給付事業費
7億7741万円

新規

内容　デフレ完全脱却のための総合経済対策
における物価高騰への支援として、新たな経済
に向けた給付金・定額減税一体措置により、新
たに令和6年度分の住民税均等割非課税また
は住民税均等割のみが課税される世帯に対し、
1世帯当たり10万円を支給する。

住民税非課税世帯等
物価高騰対策給付金給付事業費

8140万6千円

新規

内容　デフレ完全脱却のための総合経済対策
における物価高騰への支援として、新たな経済
に向けた給付金・定額減税一体措置により、新
たに令和6年度分の住民税均等割非課税また
は住民税均等割のみが課税される世帯におい
て、扶養されている18歳以下の児童に対し1人
当たり5万円を支給する。

低所得者の子育て世帯
物価高騰対策給付金給付事業費

1875万円

内容　一般財団法人自治総合センターから交
付されるコミュニティ助成事業助成金を財源
とし、消防団が災害時に効率的な活動を行うた
めの必要な活動資機材を整備する。

消防団運営費
100万円

問　前年所得を基に計算する住民税とは違って、
所得税は令和6年分を基に計算されるが、どのよう
に減税額の確定計算をしていくのか。
総務部長　令和6年に入手可能な課税情報である
令和5年分の所得税額を令和6年分の所得推計税
額として算出し、所得税の定額減税可能額が令和6
年分の所得推計税額を上回るものに対して当初調
整給付を行う。その後、令和7年に入手可能な令和
6年分の課税情報を基に令和6年分所得税額を改
めて算出をし、調整給付額を確定する。

拡充 拡充

一般会計に、9億9341万1千円を追加し、総額を347億4541万1千円とする。 

新規・拡充や主な事業
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現在あま市で運行されている巡回バスは、日数や本数が少なく、また目的地の近くにバス停がな
く、使い勝手が悪い。デマンド交通はバス停を細かく設定できるので、使い勝手が良い。本市でもデマ
ンド交通を導入してください。

総務文教委員長より閉会中の継続審査申出書が提出されたため、本会議では、この請願を継続審査と
することについて審議しました。

問　七宝中学校に設置する校内教育支援室の詳しい
内容は。
教育部長　七宝中学校は市内の学校の中でも長期欠
席者の割合が高いため、不登校対策として校内教育
支援室を校長の判断で設置することに決定していた
が、県の調査研究委託事業として採択された。県の校
内教育支援センター設置推進事業は、不登校生徒の
社会的自立を支える校内教育支援センター、あるい
は支援室iルームを設置し、その効果を検証するため
の事業。学校に来ることはできるが、教室に入りづら
くなった生徒に対し、学校内の教室とは別に落ち着
いた空間で学習、生活できる環境を用意し、不登校傾
向のある生徒の居場所づくりや社会的自立の支援を
目的に設置する。

後藤幸正議員
　継続審査は、審査をやめるわけじゃなくて、
このデマンドも含めて、今後の公共交通を継続
して考えていこうということで、有益なことで
ある。また、昨今、ライドシェア問題もあり、こ
ういったほかの方法も出てきており、それらも
検討しながら、総務文教委員会でもっと煮詰め
て、市民によりよい公共交通を実現するんだと
いうことで、ぜひとも継続審査をお願いしたい
ので賛成する。

足立詔子議員
　令和12年には国民の3人に1人が65歳以上
となり、高齢者の運転免許返納率も増加するた
め、巡回バスに全てを担わせることには限界が
ある。また、公共交通をデマンド交通のみに委
ねることにも限界がある。
　公共交通は、定時路線バス、民間による鉄道
やバス、タクシー、そして既存路線をつなぐデ
マンド交通の調和が求められる。新しい交通サ
ービスの連携概念であるMaaS【注2】の導入も
含めて、地域住民のサービス向上が求められて
いく。
　議会として請願者の意見を真摯に受け止め、
市民にとって有用な公共交通について調査研
究を重ねていく必要があるため、継続審査にす
べきである。

野中幸夫議員
　継続審査ではなくて、直ちに採択をして、市
にその実施を求めていくことが求められてい
る。
　巡回バスとデマンド交通は矛盾するもので
はなく、それぞれ発展させていけば、市民の交
流を促進して、豊かな人間関係をつくっていく
のではないか。
　来年、団塊の世代といわれる人たちが全員
75歳の後期高齢者になる。介護が必要な人た
ちが増加していくことも予想されており、運転
免許を返納される人たちも増えていく。そのた
め、デマンド交通運行実施は切実な課題であ
る。継続するのではなく、直ちに採択をして、そ
の実現のために、当局に迫っていきましょう。

松下昭憲議員
　市議会議員の仕事は、地域の人々の声をよく
聞き、いいと思うことは市政に反映させること
である。最近、お年寄りからは、家族や警察に勧
められて運転免許証を返したが、病院や買物に
行くのに非常に困っている、市には公共交通制
度があるが、時間、コース、停留所に問題があり
利用できない、タクシーは高くてなかなか使え
ない、もっとデマンド型交通を充実させてほし
いという声をたくさん聞く。

美濃島絢太議員
　1年間、政治家として活動してきた中で、相
談が多いものが公共交通の問題。高齢者にとっ
ては生活に必要なものであるが、効果的に活用
できないという声がとても多い。また、高齢者
の交通事故が幾つかあり、免許返納をしっかり
と支援ができるような公共交通の取り組みを
早期に推進していかないといけない。
　また、地域によっては、送迎し合っていると
いうような話も聞いている。本来はこういうこ
とを行わせてはいけないんじゃないか。そし
て、何より政治としての動きが遅いと考えるの
で、早期に対応できるよう時代に合わせた動き
をしてほしいので、継続審査に反対する。

八島堅志議員
　市の都市計画マスタープランでは、地域の公
共交通が上位の改善の要望となっている。ま
た、地域公共交通会議が実施したアンケートで
も、バス停が遠い、ルート外の病院に行けない
などの声が上がってきている。市は課題を明確
に把握しているため、市には課題解決のための
時間も情報も十分にあった。
　また、議会でも「デマンド交通」という発言は
平成22年6月以降何度もあった。令和2年2月
には総務文教委員会で公共交通についての視
察も行った。議会にも検討、調査する時間と機
会が十分にあった。これを今、継続審査にして
しまえば、市民に議会への不信を抱かせるきっ
かけになりかねない。
　議会と当局との関係は、当局がアクセル、議
会はブレーキとよく言われる。もし、当局が公
共交通の分野でアクセルを踏まないのであれ
ば、議会が今、請願を採択してブレーキを外し
て、当局がアクセルを踏みやすくしなければな
らない。継続審査は、当局がアクセルを踏むの
を妨げる行為になるので、継続審査に反対し、
即座に採択することを求める。

【注1】デマンド型交通…小回りの利く車両で運行され、バス
停を細かく設置することができる予約型の交通手段。タクシ
ーとバスの中間のような使い方ができる。
【注2】MaaS（マース）…地域住民や旅行者一人一人の移動ニ
ーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービス
を最適に組み合わせて検索・予約・決済などを一括で行うサー
ビス。

内容　愛知県「休み方改革」プロジェクトの
取り組みであるラーケーションの日の実施
により増加する教職員の業務について、負担
軽減を図ることを目的に、市内全小中学校に
スクールサポーターを増員する。また、七宝
中学校に設置している校内教育支援室iルー
ムについて、愛知県教育委員会委託事業に採
択されたため、スクールサポーター1名配置
する。

スクールサポーター配置費
3328万4千円拡充

あま市巡回バス

デマンド交通【注1】運行実施についての請願書、継続審査

デマンド交通と巡回バスそれぞれにメリット・デメリットがあり、有用な公共交通の在り方を調
査、研究する必要があることから継続審査とする。

請願の要旨

総務文教委員会での審査結果

継続審査とすることに反対する討論（要旨）

継続審査とすることに賛成する討論（要旨）
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市長から条例の一部改正1件が提出され、原案のとおり可決しました。

あま市税条例の一部改正条例を可決
各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。　

うを市政
一般質問

※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
　日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会（維新の会あま市議団）
市民改革クラブ（市民改革クラブ）、志政会（志政会）、志結会（志結会）、無会派（無会派）

9
新政会
山本　雄一 議員
❶  防災・減災に向けた都市基盤整備

8ページ

維新の会
毛利　尚義 議員
❶  給食費無償化について
❷  教科書採択について

8ページ

志政会
宮崎　環 議員
❶  災害時対策について

近藤　みどり 議員
❶  SNS性被害からこどもを守る取組を

公明党
11ページ

9ページ

柏原　功 議員
❶  能登半島地震を受けて、市の防災を問う
❷  「音声コード」の利用促進を

公明党
11ページ

日本共産党
野中　幸夫 議員
❶  あま市内の保育所について

9ページ

美濃島　絢太 議員
❶  給食の時間について
❷  コロナワクチンの影響
❸  奨学金制度について
❹  投票環境を向上させることについて

無会派
12ページ

市民改革クラブ
八島　堅志 議員
❶  スポーツ施設の空き枠活用について
❷  空き家解体後の固定資産税を減免しては

10ページ

志政会
山内　隆久 議員
❶  市内の水路・側溝管理について

10ページ

令和6年の地方税法等の改正に伴う改正で、主な内容は、国の総合経済対策による定額減税の実施に
伴う関係規定の追加や改正です。
問　給与所得者、個人事業者、年金受給者のそれぞれについて、どのように減税額が税額から引かれるの
か。
総務部長　給与所得者の特別徴収については、通常は年額をほぼ12等分した額を6月から翌年5月まで
毎月給与から天引きするが、今回は定額減税後の年額を11で割って7月から翌年5月まで毎月給与から
天引きする。
個人事業者の普通徴収は、定額減税前の年税額を基に算出した第1期（令和6年6月分）の税額から減税

額を引き、引き切れなかった分については第2期（同年8月分）以降の税額で順次引いていく。
年金受給者の特別徴収は、定額減税前の年税額を基に算出した令和6年10月分の特別徴収税額から減

税額を引き、引き切れなかった場合は次回の12月分以降から順次引いていく。

給与所得者の特別徴収の場合

年金受給者の特別徴収の場合

個人事業者の普通徴収の場合

第1回臨時会のあらまし 4月24日に開催しました。
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問　
排
水
基
本
計
画
の
概
要
は
。

建
設
産
業
部
長　
下
萱
津・中
萱
津・上
萱
津

地
区
、石
作
・
新
居
屋
地
区
で
調
整
池
、排
水

機
場
、幹
線
管
渠
の
整
備
を
す
る
。

問　
排
水
基
本
計
画
の
事
業
化
の
課
題
は
。

建
設
産
業
部
長　

安
定
し
た
財
源
の
確
保
、

国
庫
補
助
金
の
活
用
の
検
討
が
必
要
。

問　
下
水
道
事
業
の
未
整
備
区
画
の
整
備
予

定
は
。

上
下
水
道
部
長　
少
し
で
も
早
い
供
用
開
始

に
向
け
検
討
す
る
。

問　
防
災
拠
点
と
な
り
得
る
都
市
公
園
の
整

備
状
況
は
。

建
設
産
業
部
長　
本
市
の
１
人
当
た
り
都
市

公
園
面
積
は
県
内
市
町
村
の
平
均
値
に
比
べ

約
５
分
の
１
と
低
い
数
値
。

問　
本
市
の
財
政
状
況
は
。

総
務
部
長　

多
額
の
事
業
費
を
伴
う
防
災
・

減
災
対
策
の
予
算
確
保
は
非
常
に
厳
し
い
。

問　
歳
出
削
減
の
た
め
に
何
を
し
て
き
た
か
。

総
務
部
長　
各
種
事
務
事
業
の
見
直
し
、業

務
の
民
間
委
託
の
推
進
、公
共
施
設
の
統
廃

合
の
推
進
な
ど
。

問　
排
水
基
本
計
画
に
伴
う
調
整
池
や
排
水

路
の
整
備
、下
水
道
や
都
市
公
園
の
整
備
な

ど
は
市
街
化
区
域
が
基
本
で
、課
題
は
財
源

の
確
保
。都
市
計
画
税
導
入
の
検
討
は
。

市
長　
こ
れ
ま
で
も
歳
出
削
減
を
し
、財
源

を
効
果
的
に
事
業
に
投
入
し
て
き
た
が
、従

来
の
財
源
の
み
で
賄
う
こ
と
は
限
界
を
超

え
て
い
る
。
引
き
続
き
歳
出
削
減
し
な
が
ら
、

都
市
計
画
税
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
指
示

し
、進
め
る
。

問　
発
災
後
、誰
が
ど
こ
に
何
が
必
要
か
把

握
す
る
た
め
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ【
注
】な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
応
が
必
要
に
な
る
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
の
ひ
も
付
け
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
令
和
６
年
４
月
末
現
在
の

保
有
枚
数
６
万
５
５
４
３
枚
、保
有
率
73
・

８
％
。

市
長
公
室
長　
ひ
も
付
け
対
策
に
つ
い
て
は
、

情
報
の
取
り
扱
い
や
管
理
面
に
多
く
の
課
題

が
あ
り
実
施
し
て
い
な
い
が
、国
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
被
災
者
支

援
導
入
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
注
視

し
て
い
く
。

問　
水
道
の
早
期
復
旧
の
た
め
に
災
害
用
タ

ン
ク
や
井
戸
の
事
前
登
録
の
把
握
は
。

市
長
公
室
長　
災
害
用
タ
ン
ク
は
市
内
に
４

カ
所
あ
り
約
30
万
リ
ッ
ト
ル
確
保
。
移
動
供

給
で
き
る
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
給
水
タ
ン

ク
を
４
台
配
備
。
家
庭
内
井
戸
の
件
数
は
不

明
だ
が
、民
間
事
業
者
は
58
本
あ
る
と
把
握
。

問　
復
旧
時
耐
震
管
へ
の
切
り
替
え
予
定
は
。

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
が
令
和
３
年
度
末
で

25・
２
％
だ
が
そ
の
後
は
。

上
下
水
道
部
長　

本
復
旧
へ
移
行
す
る
際
、

全
て
耐
震
管
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
。
基

幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
令
和
４
年
度
末
で

25・５
％
。

問　
ペ
ッ
ト
に
お
け
る
災
害
時
対
策
は
。

市
長
公
室
長　
全
て
の
指
定
避
難
所
に
屋
根

付
き
駐
輪
場
な
ど
雨
風
を
し
の
げ
る
場
所
を

確
保
し
て
い
る
。
一
定
の
大
き
さ
の
ゲ
ー
ジ
、

リ
ー
ド
な
ど
は
最
低
限
の
備
蓄
を
し
て
い
く
。

【
注
】Ｇ
Ｉ
Ｓ
…
地
理
的
位
置
を
手
が
か
り
に
、

位
置
に
関
す
る
情
報
を
持
っ
た
デ
ー
タ（
空

間
デ
ー
タ
）を
総
合
的
に
管
理
・
加
工
し
、視

覚
的
に
表
示
し
、高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判

断
を
可
能
に
す
る
技
術
。

問　
令
和
６
年
３
月
ま
で
小
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
を
行
っ
て
い
た
が
、４
月
か
ら
有

償
と
な
っ
た
理
由
は
。

教
育
部
長　
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
実

施
し
た
が
、臨
時
交
付
金
が
終
了
し
た
た
め
。

問　
全
学
年
の
無
償
化
や
１
学
年
の
み
な
ど

の
一
部
無
償
化
の
実
施
予
定
は
。

教
育
部
長　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
な

い
が
、国
か
ら
の
財
源
支
援
が
あ
れ
ば
、進

め
て
い
き
た
い
。

問　
保
育
園
の
給
食
費
無
償
化
の
予
定
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
現
在
の
と
こ
ろ
無
償
化

す
る
予
定
は
な
い
。
国
や
県
、他
自
治
体
の

動
向
を
注
視
す
る
。

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

問　
教
科
書
採
択
の
方
法
は
。

教
育
部
長　
教
科
用
図
書
採
択
海
部
地
区
協

議
会
で
十
分
調
査
研
究
し
採
択
し
て
い
る
。

ま
た
、６
月
に
教
科
用
図
書
の
展
示
会
を
行

い
、市
民
か
ら
の
声
を
集
約
し
て
い
る
。

問　
過
去
３
回
の
中
学
校
教
科
書
で
、出
版

社
が
変
更
に
な
っ
た
教
科
書
は
。

教
育
部
長　
平
成
30
年
に
道
徳
が
初
め
て
採

択
さ
れ
た
以
外
は
な
い
。

問　
12
年
以
上
出
版
社
の
変
更
が
な
く
、過

去
の
慣
例
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
る
と
も

取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、市
の
見
解
は
。

教
育
部
長　
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
し
推
薦

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
議
事
録
で
は
１
つ
の
出
版
社
を
推
薦
し
、

全
て
そ
の
と
お
り
の
採
択
と
な
っ
て
い
る
。

何
種
類
か
の
中
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
し
て
は
。

教
育
部
長　
調
査
研
究
の
段
階
で
厳
選
さ
れ

た
出
版
社
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
調
査
研
究
報
告
書
や
採
択
理
由
は
行
政

文
書
開
示
請
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
部
長　
教
科
用
図
書
採
択
海
部
地
区
協

議
会
規
約
第
10
条
に
よ
る
。

問　
資
料
公
開
、展
示
会
の
拡
大
を
要
望
し

て
い
く
考
え
は
。

教
育
部
長　
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　

３
歳
児
の
保
育
士
配
置
に
つ
い
て
は
、

15
人
の
子
ど
も
に
１
人
の
保
育
士
と
し
て
財

源
が
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い

る
。

問　
15
人
の
子
ど
も
に
1
人
の
保
育
士
に
つ

い
て
の
地
方
交
付
税
が
措
置
さ
れ
た
の
は
い

つ
か
ら
か
。予
算
額
は
ど
れ
だ
け
か
。

総
務
部
長　
平
成
26
年
度
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
活
用
し
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
量
お
よ
び
質
の
充
実

を
図
る
た
め
、平
成
27
年
度
地
方
財
政
対
策

に
お
い
て
措
置
す
る
と
さ
れ
た
。
予
算
額
は

約
３
５
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

問　
市
の
３
歳
児
の
保
育
士
配
置
に
つ
い
て
、

公
立
、私
立
別
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
健
康
部
長　
公
立
保
育
園
は
16
ク
ラ

ス
中
８
ク
ラ
ス
、私
立
認
定
こ
ど
も
園
は
13

ク
ラ
ス
全
て
で
15
対
1
の
配
置
。

問　
厚
生
労
働
省
、こ
ど
も
家
庭
庁
は
職
員

配
置
を
15
対
１
に
改
善
す
る
と
し
て
い
る
。

総
務
省
は
地
方
財
政
計
画
で
職
員
配
置
の
改

善
を
あ
げ
て
い
る
。
な
ぜ
市
の
全
て
の
保
育

所
で
実
施
さ
れ
な
い
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
保
育
士
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
が
、速
や
か
に
配
置
基
準
を
満
た

し
て
い
き
た
い
。

問　
平
成
27
年
か
ら
９
年
た
っ
て
い
る
。
今

後
ど
う
い
う
計
画
で
進
め
て
い
く
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
計
画
は
な
い
が
、こ
ど

も
未
来
戦
略
の
３
年
間
が
目
安
に
な
る
。

新政会
山本　雄一 議員

一問一答方式

志政会
宮崎　環 議員

一問一答方式

維新の会
毛利　尚義 議員

一問一答方式

日本共産党
野中　幸夫 議員

一問一答方式

防
災・減
災
に
向
け
た
都
市
基
盤
整
備

災
害
時
対
策
に
つ
い
て

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

あ
ま
市
内
の
保
育
所
に
つ
い
て
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問　
10
名
以
上
の
登
録
団
体
の
み
予
約
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
だ
が
、団
体
予
約
空
き
枠

を
活
用
し
て
、個
人
で
の
利
用
も
可
能
に
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、団
体
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
利
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、個
人
利
用
は
認
め
て

い
な
い
。
テ
ニ
ス
団
体
な
ど
の
登
録
人
数
緩

和
に
よ
る
状
況
や
登
録
団
体
の
意
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　
登
録
人
数
の
緩
和
に
よ
る
状
況
や
登
録

団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
と
は
、具
体
的

に
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
部
長　
緩
和
に
よ
る
利
用
予
約
状
況
の

確
認
と
登
録
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

結
果
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
連
絡
会
議
や
教
育
委

員
会
な
ど
で
検
討
す
る
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
い
つ
頃
か
。

教
育
部
長　
年
内
に
は
結
果
が
ま
と
め
ら
れ

る
よ
う
に
実
施
し
た
い
。

空
き
家
解
体
後
の
固
定
資
産
税
を
減
免
し
て
は

問　
本
市
の
空
き
家
可
能
性
建
物
は
５
４
８

件
。
従
来
の
法
制
度
下
で
は
、家
屋
を
解
体

し
て
雑
種
地
に
な
る
と
住
宅
用
地
特
例
が

な
く
な
り
、固
定
資
産
税
が
高
く
な
る
の
で
、

難
が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
。
昨
年
６
月
の
国
の
法
改
正
に
よ
り
、

管
理
不
全
空
家
等
と
い
う
位
置
付
け
が
新
設

さ
れ
、認
定
、勧
告
と
な
る
と
特
例
解
除
と

な
り
、固
定
資
産
税
が
約
４
倍
と
な
る
。

空
き
家
所
有
者
の
60
％
が
維
持
管
理
に
困

難
を
抱
え
て
い
る
。
課
題
に
寄
り
添
い
、空

き
家
解
体
後
の
固
定
資
産
税
を
住
宅
用
地
特

例
相
当
に
減
免
し
、解
体
を
促
し
て
は
。

総
務
部
長　
税
負
担
の
平
等
や
公
平
性
の
確

保
の
面
で
慎
重
に
取
り
扱
い
つ
つ
、調
査
研

究
を
進
め
る
。

問　
減
免
適
用
の
範
囲
に
防
災
の
観
点
を
加

え
、熊
本
地
震
で
倒
壊
・
大
破
の
割
合
が
高

か
っ
た
新
耐
震
基
準
改
正
以
前
の
木
造
建
物

と
し
て
は
。

総
務
部
長　
調
査
研
究
を
さ
ら
に
続
け
る
。

問　
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
愛
知
県
警
、藤

田
医
科
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
開
発
し
た
ア

プ
リ「
コ
ド
マ
モ
」は
、子
ど
も
が
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、裸
や
下
着
姿
な
ど
の
わ

い
せ
つ
画
像
を
撮
影
・
保
存
し
た
際
に
Ａ
Ⅰ

が
デ
ー
タ
を
判
別
し
、画
像
を
削
除
す
る
よ

う
促
す
通
知
が
表
示
さ
れ
、保
護
者
に
も
通

知
さ
れ
る
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、昨
年
３
月
よ
り
無
料

配
信
さ
れ
て
い
る
。認
識
と
、周
知・啓
発
へ

の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

教
育
部
長　

ア
プ
リ
の
認
識
は
し
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
周
知
・
啓
発
は
現
在
行
っ
て
い

な
い
が
、長
久
手
市
で
モ
デ
ル
地
区
の
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
実
証
実
験

を
行
っ
て
お
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
約

半
数
の
保
護
者
か
ら
好
意
的
な
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、今
後
は
近
隣
自
治
体
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

学
校
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

「
コ
ド
マ
モ
」ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
市
が
使
用
し
て
い
る
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
だ
が
、管
理
対

象
ア
ッ
プ
ル
Ｉ
Ｄ
と
い
う
一
般
の
も
の
と
は

異
な
る
種
類
の
も
の
を
使
用
し
、全
て
の
端

末
を
一
括
で
管
理
す
る
設
定
上
、現
段
階
で

は
ア
プ
リ
の
機
能
が
正
常
に
動
作
し
な
い

た
め
、学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
使
用
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
啓
発

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
は
平
坦
な
地
形
で
治
水
対
策
が
重

要
だ
が
水
路・側
溝
の
現
状
は
。

建
設
産
業
部
長　

市
が
管
理
す
る
準
用
河

川
は
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、道
路
側
溝
は
約

６
３
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

土
木
課
長　

市
で
は
清
掃
、改
修
を
行
い
、

排
水
機
能
の
維
持
、確
保
に
努
め
て
い
る
。

問　
整
備
や
維
持
管
理
の
現
状
は
。

建
設
産
業
部
長　
地
元
区
長
な
ど
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
、予
算
措
置
し
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
緊
急
性
、危
険
性
が
高
い
も
の
は

緊
急
修
繕
な
ど
臨
機
に
対
応
し
て
い
る
。

土
木
課
長　
令
和
５
年
度
の
道
路
側
溝
修
繕
、

清
掃
な
ど
の
執
行
額
は
約
９
０
０
０
万
円
。

問　
井
領
水
路
に
つ
い
て
通
水
や
維
持
管
理

上
で
問
題
は
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
現
に
用
悪
水
路
と
し
て
供

用
し
て
い
る
も
の
は
市
で
管
理
し
て
い
る
。

土
木
課
長　
井
領
で
あ
っ
て
も
法
令
、市
条

例
、裁
判
例
上
か
ら
何
ら
問
題
は
な
い
。

問　
清
掃
に
つ
い
て
市
の
基
本
方
針
は
。

建
設
産
業
部
長　
地
元
区
長
な
ど
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
、現
地
調
査
し
優
先
順
位
を
決

め
た
上
で
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

問　

水
路
・
側
溝
は
生
活
環
境
を
守
る
基
本

イ
ン
フ
ラ
。
住
民
協
力
の
面
も
含
め
永
続
的

に
清
掃
す
る
仕
組
み
作
り
の
取
り
組
み
は
。

建
設
産
業
部
長　

市
で
の
清
掃
は
年
間
約

１・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
と
ど
ま
る
た
め
、

今
後
も
市
民
の
協
力
は
不
可
欠
。
ふ
た
上
げ

機
貸
し
出
し
、土
の
う
袋
無
料
配
布
、清
掃

後
の
回
収
を
し
て
お
り
、引
き
続
き
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
能
登
半
島
地
震
後
は
、家
屋
の
耐
震
化

に
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

耐
震
改
修
は
増
加
し
た
か
。

建
設
産
業
部
長　
耐
震
改
修
費
の
補
助
金
の

直
近
３
年
間
の
実
績
の
推
移
は
、令
和
３
年

度
、４
年
度
が
３
件
、５
年
度
は
１
件
、６
年

度
は
問
い
合
わ
せ
が
数
件
あ
る
状
況
。

問　
耐
震
改
修
を
促
進
し
て
い
る
高
知
県
黒

潮
町
は
、安
価
な
工
法
を
採
用
し
、木
造
住

宅
耐
震
補
助
金
内
で
工
事
を
実
施
す
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
る
。
約
半
数
は
個
人
負
担
が

か
か
ら
な
い
た
め
、耐
震
改
修
が
飛
躍
的
に

進
ん
で
い
る
。本
市
も
取
り
入
れ
て
は
。

建
設
産
業
部
長　
し
っ
か
り
調
査
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

問　

避
難
所
か
ら「
み
な
し
仮
設
住
宅
」へ

の
移
行
促
進
は
。

市
長
公
室
長　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、住
家
が
全
壊
な
ど
に
よ
り
住
め
な
く

な
り
、避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
に
わ
た
る
。

生
活
再
建
に
向
け
て
、仮
設
住
宅
の
建
設
に

加
え
て
ホ
テ
ル
や
民
間
の
賃
貸
住
宅
な
ど
を

活
用
す
る
み
な
し
仮
設
住
宅
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
。
本
市
は
東
日
本
大
震
災
や
能
登

半
島
地
震
の
事
例
な
ど
を
含
め
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

「
音
声
コ
ー
ド
」の
利
用
促
進
を

問　
視
覚
障
害
者
の
人
は
、必
ず
し
も
点
字

が
読
め
る
わ
け
で
は
な
く
、多
く
は
主
に
音

声
や
拡
大
文
字
で
情
報
を
得
て
い
る
。
音
声

コ
ー
ド
は
、印
刷
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
で
、文
字
情
報
を
音
声
化
す

る
方
法
。
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
専
用
ア
プ

リ
で
読
み
取
る
こ
と
で
、簡
単
に
印
刷
物
の

内
容
を
確
認
が
で
き
る
。
本
市
か
ら
送
る
通

知
文
書
な
ど
の
印
刷
物
に
音
声
コ
ー
ド
の
記

載
を
し
て
は
。

福
祉
部
長　
現
在
、一
部
の
案
内
な
ど
に
音

声
コ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
二
次
元
コ
ー
ド
を

記
載
し
て
い
る
。今
後
、国
や
県
、先
進
自
治

体
の
情
報
も
含
め
て
、必
要
に
応
じ
て
個
別

の
通
知
ご
と
に
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

市民改革クラブ
八島　堅志 議員

一問一答方式

公明党
近藤　みどり 議員

一問一答方式

志政会
山内　隆久 議員

一問一答方式

公明党
柏原　功 議員

一問一答方式

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き
枠
活
用
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
性
被
害
か
ら
こ
ど
も
を
守
る
取
組
を

市
内
の
水
路・側
溝
管
理
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、市
の
防
災
を
問
う



一 般 質 問

自己の個人情報の提供を望まない人に対して、
除外申し出を受け付けることとしました。

全ての小中学校で学校・学年だより、または
学校のウェブサイトで周知するようになった。
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問　
給
食
の
時
間
と
配
席
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

教
育
部
長　

小
学
校
50
分
、中
学
校
45
分
。

食
事
に
か
け
る
時
間
は
、小
学
校
30
分
、中

学
校
20
分
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

５
月
現
在
の
配
席
は
、「
前
を
向
い
て
食

べ
る
」学
校
が
小
学
校
は
８
校
、中
学
校
は

全
５
校
。ま
た
、「
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
食

べ
る
」学
校
は
小
学
校
で
２
校
、「
前
向
き
及

び
グ
ル
ー
プ
会
食
併
用
」は
小
学
校
で
２
校
。

問　
食
べ
る
時
間
が
短
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
匿
名
に
よ
る
保
護
者
か
ら
の
相

談
の
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

問　
配
席
は
な
ぜ
そ
の
ま
ま
か
。

教
育
部
長　
年
度
当
初
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

新
し
い
生
活
習
慣
に
慣
れ
な
い
児
童
生
徒
も

い
る
。
机
の
移
動
時
間
を
省
く
こ
と
で
給
食

の
準
備
と
後
片
付
け
の
時
間
を
短
縮
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、食
事
の
時
間
に
余
裕
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
影
響

問　
国
で
は
約
２
億
４
千
万
回
分
、金
額
に

し
て
６
６
０
０
億
円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
廃
棄
さ
れ
た
が
本
市
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
２
２
５
７
本
、１
万
２
０
３
９
回
分

を
廃
棄
し
た
。
こ
の
廃
棄
に
伴
う
経
費
は

１
万
９
２
５
０
円
。

問　
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
認
定

数
か
ら
過
去
に
な
い
薬
害
だ
と
考
え
ら
れ
、

本
市
で
も
２
件
の
死
亡
認
定
が
確
定
し
た
が

今
後
の
接
種
へ
の
影
響
や
対
策
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
と
同
様
に
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、副
反
応
の
リ
ス
ク
や
健
康
被
害
が

生
じ
た
場
合
に
お
け
る
救
済
制
度
に
つ
い

て
周
知
を
図
り
、実
施
医
療
機
関
な
ど
に
は
、

接
種
の
際
に
お
け
る
注
意
喚
起
を
図
る
な
ど

の
対
策
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

無会派
美濃島　絢太 議員

一問一答方式

給
食
の
時
間
に
つ
い
て

追跡

その後どうなった？
1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

質 問 質 問

こうなった! こうなった!

自衛隊への市民の名簿提供
について、提供しようとする
年齢の人には除外する権利
を保障すべきでは。

小・中学校での情報モラル教
育について、学年通信など、
書面による取り組みは全校
で行ってほしい。

自衛官等募集事務に
係る除外申出書

あま市議会では、他自治体の議会の視
察の受け入れを行っています。令和６年
４月に１団体の視察を受け入れました。

日　　付：令和6年4月24日（水）
視察団体：神奈川県秦野市議会　議員有志
目　　的：新庁舎建設について

市民から寄せられたご意見・ご提案（要旨）

子ども医療費助成について
周りの市町村では、高校生までの入院・通院の医療費が無料なので、あま市でも、入院だけ

ではなく通院の医療費助成をぜひ実現してほしい。

保育について
今、保育士の数が少なくて、社会問題になっています。充分な保育要員を確保するために、

食事補助や排せつ処理などで保育士を補助する有償ボランティアやパートを依頼することを
考えてはいかがでしょうか。

渋滞の解消について
通勤でバスを利用しています。大治橋―大正橋西バス停周辺の道路が大変混んでいてバス

の到着時刻が１０分以上遅れます。県、大治町と連携して、名古屋津島線バイパスを早期に完
成させるなど、この地域の渋滞を解消してほしい。また、地下鉄桜通線延伸も継続して名古屋
市と協議してほしい。

行政視察受け入れ　神奈川県秦野（はだの）市議会
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【賛否の分かれた議案】　※下記以外の案件は、全員賛成で可決

６月定例会

会派

日
本
共
産
党

公明党 新政会
維
新
の
会

市民改革
クラブ

志政会 志結会 無 無

議案番号

野
中
幸
夫

近
藤
み
ど
り

足
立
詔
子

柏
原
功

山
本
雄
一

佐
藤
貞
夫

石
田
良
雄

前
田
豊
光

毛
利
尚
義

八
島
堅
志

松
下
昭
憲

宮
崎
環

山
内
隆
久

奥
田
哲
弘

伊
藤
嘉
規

林
正
彦

江
波
圭
一

森
耕
治

後
藤
幸
正

横
井
敏
夫

美
濃
島
絢
太

後
藤
哲
哉

議案第37号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

議案第39号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第40号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第42号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第43号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第44号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

★請願第1号 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

★については、継続審査の申し出に対する採決の結果です。
※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。　

※網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会（維新の会あま市議団）
市民改革クラブ（市民改革クラブ）、志政会（志政会）、志結会（志結会）、無（無会派）

第１回臨時会・６月定例会　議案等審議結果

■提出された議案と審議結果

６月定例会
議案番号 件　　名 結果

承認第2号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度あま市一般会計補正予算（第１号）） ◎

議案第37号 あま市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇

議案第38号 あま市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ◎

議案第39号 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 〇

議案第40号 権利の放棄について 〇

議案第41号 令和６年度あま市一般会計補正予算（第２号） ◎

議案第42号 工事請負契約の締結について 〇

議案第43号 工事請負契約の締結について 〇

議案第44号 工事請負契約の締結について 〇

議案第45号 財産の取得について ◎

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について（横井公雅氏） ◎

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について（近藤純子氏） ◎

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について（松浦ひで子氏） ◎

諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について（渡邉英晃氏） ◎

請願第1号 デマンド交通運行実施についての請願書 
継続
審査
※ 

※継続審査…委員会が会期中に結論を出すことができない場合、閉会中においても審査をできるようにすること。

第１回臨時会
議案番号 件　　名 結果

議案第36号 あま市税条例の一部を改正する条例について ◎

【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数


